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公狂事業か？三島駅南口・東街区開発
仰天！三島駅前に１００ｍの高層マンションとは

三
島
市
は
昨
年
11
月
、
東
街
区
開

発
に
つ
い
て
民
間
企
業
へ
の
公
募

を
し
、
５
企
業
の
公
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
を

代
表
と
す
る
「
ア
ス
マ
チ
三
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
共
同
企
業

体
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
企
業
体

は
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
静
岡
、
東
レ

建
設
、
野
村
不
動
産
、
三
菱
地
所

レ
ジ
デ
ン
ス
、
ア
ー
ル
・
ア
イ
・

エ
ー
で
構
成
し
て
い
る
。

選
定
審
査
は
、
都
市
再
開
発
の

専
門
家
や
大
学
教
授
等
有
識
者
４

名
の
審
査
委
員
が
８
項
目
の
審
査

内
容
を
点
数
化
し
一
五
〇
点
満
点

中
、

高
点
一
〇
八
点
で
決
ま
っ

た
。
１
・
２
位
が
わ
ず
か
２
点
差
。

選
定
は
点
数
化
し
て
決
め
た
と
の

こ
と
だ
が
、
公
表
さ
れ
た
具
体
的

中
身
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
東
街
区
開
発
の
施
設
内
容

は
、
市
営
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
土
地
と
そ
の
周
辺
の
民
間

敷
地
に
４
棟
の
建
物
を
設
置
す
る
。

北
側
は
マ
ン
シ
ョ
ン
百
九
十
四
戸

と
ホ
テ
ル
百
室
、
24
階
建
て
高
さ

約
百
メ
ー
ト
ル
の
高
層
ビ
ル
。
南

側
は
13
階
建
て
商
業
施
設
と
マ
ン

シ
ョ
ン
八
十
八
戸
、
東
側
は
７
階

建
て
駐
車
場
で
、
商
業
施
設
用
三

三
三
台
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
用

二
九
三
台
を
収
容
す
る
。
西
側
は

４
階
建
て
で
、
医
療
機
関
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
、
食
料
品
販
売
店
、
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
が
入
る
商
業
施
設
と
な
る
構

想
だ
と
い
う
。

計
画
が
順
調
に
進
め
ば
21
年
10

月
に
着
工
、
25
年
2
月
頃
完
成
予

定
。
総
事
業
費
は
二
百
二
十
億
円
。

県
や
国
か
ら
の
補
助
金
は
お
お
よ

そ
30
億
円
と
推
測
さ
れ
、
市
は
61

億
円
を
負
担
す
る
。

敷
地
は
20
年
前
に
国
鉄
清
算
事

業
団
か
ら
取
得
し
た
土
地
と
24
戸

の
地
権
者
が
所
有
す
る
約
１
万
３

千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
過
去
に
も

何
回
か
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
た
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
頓
挫
し

て
い
た
。
豊
岡
市
長
は
「
駅
前
の

再
開
発
計
画
は
20
年
来
の
懸
案
。

開
発
に
よ
り
賑
わ
い
や
活
力
を
生

み
出
し
、
よ
り
一
層
三
島
で
の
暮

ら
し
が
誇
り
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
（
毎
日
新
聞
）
。

4
月
9
日
、
県
庁
を
訪
れ
た
豊

岡
市
長
に
対
し
、
川
勝
知
事
は

「
伊
豆
半
島
の
玄
関
口
に
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
は
似
合
わ
な
い
」
と
伝

え
、
10
日
の
記
者
会
見
で
は
「
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
つ
と
仰
天
し
た
」
と
強
調
し

（
静
岡
新
聞
）
、
「
県
職
出
身
の

副
市
長
が
い
る
の
に
（
県
に
）
報

告
が
な
い
」
と
不
快
感
を
示
し
た

（
東
京
新
聞
）
。
知
事
は
昨
年
12

月
に
も
反
対
す
る
市
民
団
体
の
声

を
踏
ま
え
て
「
拙
速
で
な
い
方
が

い
い
、
高
層
ビ
ル
は
ふ
さ
わ
し
い

と
は
思
わ
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

全
国
各
地
で
の
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
と
商
業
施
設
を
併
設
し
た
形
態

の
駅
前
開
発
を
見
る
と
、
殆
ど
の

場
合
失
敗
し
て
い
る
。
高
層
化
は

利
益
率
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
者
は
高
所
得
の

高
齢
者
層
が
多
く
な
る
と
考
え
ら

れ
、
人
口
減
少
時
代
の
今
日
、
十

年
後
、
二
十
年
後
を
考
え
る
と
急

速
に
劣
化
が
進
む
可
能
性
が
懸
念

さ
れ
る
。
三
島
市
の
場
合
、
駅
前

再
開
発
の
成
功
の
鍵
は
Ｊ
Ｒ
東
海

が
拒
ん
で
い
る
南
北
自
由
通
路
の

実
現
で
は
な
い
か
？
そ
の
可
能
性

▼
も
う
ホ
タ
ル
が
飛

び
始
め
た
。
東
本
町

の
法
華
寺
の
う
ら
の

用
水
で
は
、
４
月
中

旬
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め

た
よ
う
で
、
近
隣
の
方
の
話

で
は
日
本
で
一
番
早
く
観
測

さ
れ
た
の
で
は
で
な
い
か
と

言
っ
て
い
る
。
今
現
在
は
夜

８
時
ご
ろ
が
、
見
ご
ろ
よ
う

だ
。
▼
こ
の
用
水
の
側
壁
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
が
、
近
隣

の
方
々
が
隙
間
か
ら
生
え
て

き
た
草
な
ど
を
む
や
み
に
刈

り
取
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず

大
切
に
し
て
い
る
。
え
さ
に

な
る
カ
ワ
ニ
ナ
は
取
ら
な
い

よ
う
子
ど
も
に
も
話
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
▼
そ
の

よ
う
な
住
む
人
の
気
持
ち
が

野
生
の
ホ
タ
ル
の
復
活
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所

付
近
の
ホ
タ
ル
を
み
た
ら
、

周
囲
の
み
な
さ
ん
の
好
意
の

た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思

い
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
▼
町

中
の
大
通
り
に
多
額
の
予
算

と
労
力
を
使
っ
て
作
ら
れ
た

花
の
通
り
で
は
な
く
、
住
む

人
の
気
使
い
に
よ
っ
て
、
ホ

タ
ル
が
復
活
し
て
き
た
と
う

こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
。
も

し
か
す
る
と
ホ
タ
ル
祭
に
放

虫
し
た
子
孫
が
野
生
化
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
数

年
毎
年
５
月
の
連
休
前
後
に

飛
び
始
め
る
と
い
う
こ
と
は

ホ
タ
ル
が
飛
べ
る
環
境
が
出

来
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
▼

５
月
の
こ
の
時
期
は
田
植
え

の
準
備
で
用
水
の
清
掃
が
行

わ
れ
る
が
、
ホ
タ
ル
が
羽
化

す
る
に
必
要
な
環
境
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
注
意
が
向
け
ら

れ
た
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
細
や
か
な
注
意

は
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
も

の
だ
。
▼
一
方
こ
の
ホ
タ
ル

の
復
活
を
観
光
化
し
て
い
こ

う
と
す
る
動
き
に
は
注
意
が

必
要
だ
。
観
光
化
は
環
境
破

壊
に
す
ぐ
に
つ
な
が
る
。
ホ

タ
ル
祭
に
は
放
虫
も
行
わ
れ

る
が
、
交
雑
に
は
十
分
配
慮

し
て
ほ
し
い
。
今
年
の
ホ
タ

ル
は
例
年
よ
り
大
型
だ
と
い

う
こ
と
も
小
耳
に
は
さ
ん
だ
。

こ
れ
が
交
雑
の
結
果
で
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。〈

Ｏ
〉

厚
労
省
は
20
年
度
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

の
代
わ
り
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
。
15
年
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
が
成
立
し
て
丸
３
年
。
し

か
し
、
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
、
今
だ
に
全
人
口

の
１
割
止
ま
り
だ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
社
会

保
障
や
税
金
に
関
す
る
行
政
事
務

の
効
率
化
を
目
指
す
と
し
、
生
活

保
護
の
不
正
受
給
や
脱
税
な
ど
の

防
止
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

厚
労
省
は
何
と
か
し
て
普
及
率

を
高
め
る
た
め
の
利
用
方
法
や
拡

大
策
を
検
討
し
て
き
た
。
健
康
保

険
証
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
利
用
で
き
れ
ば
一
気
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
高
ま

る
こ
と
が
見
込
め
る
狙
い
だ
。

現
行
の
保
険
証
は
世
帯
別
に
番

号
が
付
い
て
お
り
、
個
人
の
識
別

が
困
難
。
そ
こ

で
同
省
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
個
人
別
の

保
険
証
番
号
を
割
り
振
り
、
デ
ー

タ
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
方
、
今
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
銀
行
や
郵
便
局
の
預
貯

金
口
座
に
登
録
す
る
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
金
融
機
関
が
経
営
破
綻

し
た
際
の
預
金
保
護
や
税
務
調
査

な
ど
に
活
用
す
る
の
が
目
的
と
い

う
。
預
金
者
は
来
店
時
な
ど
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
ら
れ

る
が
、
実
は
拒
否
し
て
も
罰
則
は

な
い
。
預
金
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
乏

し
い
と
み
ら
れ
、
登
録
が
進
む
か

ど
う
か
は
未
知
数
だ
。

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
預

貯
金
口
座
に
適
用
範
囲
を
広
げ
、

資
産
状
況
を
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
よ
っ
て
国
民
の
預
金
が
丸
裸
に

さ
れ
る
と
い
っ
た
懸
念
は
根
強
い
。

政
府
は
「
調
査
で
必
要
な
時
だ
け

照
会
す
る
。
す
べ
て
の
預
金
情
報

を
集
め
る
よ
う
な
仕
組
み
で
は
な

い
」
と
説
明
す
る
が
、
預
金
者
の

不
安
は
消
え
な
い
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人

情
報
漏
洩
も
後
を
絶
た
な
い
。
昨

年
12
月
、
働
く
人
の

給
与
か
ら
住
民
税
を

徴
収
す
る
た
め
の

「
通
知
書
」
が
延
期

さ
れ
る
こ
と
と
と
な
っ
た
。
個
人

情
報
漏
え
い
が
多
発
し
た
こ
と
が

原
因
だ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
「
不

正
を
防
止
し
、
効
率
的
な
税
の
徴

収
業
務
の
遂
行
」
を
目
的
と
す
る

と
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
制
度

へ
の
国
民
の
理
解
は
進
ん
で
は
い

な
い
。

そ
も
そ
も
、
税
金
の
使
わ
れ
方

が
、
国
会
の
多
数
を
背
景
と
し
た

政
権
の
や
り
た
い
放
題
だ
と
い
う

こ
と
に
多
く
の
国
民
が
憤
り
、
批

判
が
殺
到
す
る
現
状
が
あ
る
。
公

平
・
公
正
な
税
の
使
わ
れ
方
が
改

善
さ
れ
な
い
限
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
な
ど
国
民
に
理
解
さ
れ
る
は

ず
も
な
い
。

政
府
は
３
年
後
を
め
ど
に
、
登

録
の
義
務
化
も
視
野
に
制
度
を
強

化
す
る
方
針
だ
が
、
「
国
民
総
背

番
号
制
」
の
焼
き
直
し
、
「
税
金

ボ
ッ
タ
ク
リ
」
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
な
ど
早
急
に
廃
止
す
る
の
が

望
ま
し
い
。

〈
Ｙ
〉

三
島
駅
南
口
周
辺
開
発
計
画
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
街
区
は
東
急
電
鉄
が
ホ
テ
ル
建
設
に
向
け
既
に
着
工
し
て
い
る
。

東
街
区
は
市
と
地
権
者
で
作
る
準
備
組
合
が
開
発
共
同
体
企
業
と

５
月
中
に
正
式
に
協
定
を
結
ぶ
動
き
だ
。
高
さ
１
０
０
ｍ
の
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
計
画
で
、
完
成
す
れ
ば
駅
周
辺
の
景
観
が
一

変
し
、
三
島
湧
水
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険
証

が
な
い
ま
ま
先
走
る
の
は
冒
険
だ

と
の
声
も
あ
る
。

「
三
島
駅
南
口
の
整
備
を
考
え

る
市
民
の
会
」
で
は
、
こ
の
開
発

計
画
が
実
施
さ
れ
る
と
、
三
島
市

の
湧
水
に
深
刻
な
影
響
や
市
民
に

新
た
に
66
億
円
も
の
「
財
政
負
担
」

が
伴
う
と
警
告
を
発
し
、
反
対
運

動
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
三
島
市
に
は
、
今

後
30
年
間
で
八
三
〇
億
円
（
年
間

予
算
三
五
〇
億
円
の
2.4
倍
）
も
の

老
朽
化
対
策
・
建
替
え
費
用
捻
出

問
題
が
あ
り
、
三
島
市
役
所
・
三

島
市
民
文
化
会
館
・
三
島
市
民
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
改
修
費
に
関
わ
る
、

深
刻
な
財
政
負
担
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
今
回
の
事
業
に
よ
り
、
市

に
さ
ら
に
過
重
な
財
政
負
担
が
か

か
り
、
今
後
の
本
事
業
の
実
施
に

よ
り
「
財
政
破
綻
・
崩
壊
」
が
発

生
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
予
測
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

三
島
で
は
、
企
業
に
丸
投
げ
し
た

「
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
」
計
画
で
は

な
い
、
楽
寿
園
や
白
滝
公
園
、
菰

池
公
園
等
と
連
携
さ
せ
た
「
回
廊

性
」
あ
る
、
「
水
の
都
三
島
」
に

ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
の
創
造
的
な

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
「
し
ず
お

か
伊
豆
・
文
化
の
森
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
構
想
」
提
案
し
て
い
る
。

〈
Ｈ
〉

日
本
の
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
35
カ
国
中
22
位
で
経
済
破

綻
し
た
ギ
リ
シ
ャ
よ
り
低
い
。

労
働
生
産
性

=

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
÷
（
総
就
業
者
数

×
労
働
時
間
）

労
働
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に

は
分
子
を
増
や
す

か
分
母
を
下
げ
る
。

安
倍
内
閣
は
分
母

を
減
ら
す
た
め
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
や
裁
量

労
働
制
の
導
入
を

目
論
ん
で
い
る
。

導
入
さ
れ
れ
ば
残

業
し
て
も
労
働
時

間
に
組
み
込
ま
れ

な
く
な
る
。
こ
れ

は
、
経
営
者
は
同

じ
賃
金
で
よ
り
多

く
の
付
加
価
値
を

手
に
で
き
る
が
、

労
働
者
は
更
に
安

価
で
こ
き
使
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
前
記
し
た

通
り
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
く
て

も
分
子
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

=

国
内
の
取
引
量
）
を
上
げ
れ
ば

い
い
の
だ
。
つ
ま
り
、

低
賃
金

を
上
げ
、
労
働
分
配
率
を
高
め
る

こ
と
。

1
0
0
0
円
の
靴
1
足
を
1
時
間

か
け
て
作
っ
た
生
産
性
を
1
と
す

れ
ば
、
2
足
作
る
か
30
分
で
作
れ

ば
生
産
性
は
2
。
で
も
、
値
段
を

2
0
0
0
円
に
す
る
こ
と
で
も
生

産
性
は
2
に
な
る
。

日
本
の
労
働
生
産
性
が
低
い
の

は
、
消
費
者
に
十
分
に
お
金
が
行

き
渡
っ
て
い
な
い
か
ら
。
所
得
を

増
や
す
こ
と
で
需
要
を
増
や
し
、

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
た
高
品
質

の
も
の
を
高
く
売
る
、
そ
し
て
税

金
を
下
げ
る
。
賃
金
を
上
げ
ろ
と

企
業
に
言
っ
て
も
な
か
な
か
埒
が

あ
か
な
い
が
、

低
賃
金
は
国
で

決
め
ら
れ
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

低
賃
金
の
地
域
格
差
を
な

く
し

低
賃
金
を
上
げ
る
の
だ
。

仕
事
に
見
合
っ
た
賃
金
を
き
ち
ん

と
払
う
。
低
賃
金
で
働
か
せ
、
低

価
格
で
販
売
す
る
か
ら
生
産
性
が

上
が
ら
ず
需
要
も
増
え
ず
ど
ん
ど

ん
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
は
ま
っ
て

い
く
。
労
働
生
産
性
の
定
義
を
見

て
も
賃
金
を
上
げ
れ
ば
労
働
生
産

性
は
高
く
な
る
の
だ
。

低
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
税

金
を
減
ら
す
こ
と
を
実
行
さ
せ
よ

う
。
日
本
経
済
の
衰
退
を
止
め
る

た
め
に
ま
ず
必
要
な
の
は
「
働
き

方
改
革
」
で
は
な
く
て
、
「
支
払

い
方
改
革
」
な
の
だ
。

〈
Ｊ
〉
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日本に必要なこと

書
き
留
め
て

㉗

あ
さ
の

か
ず
こ

唖
蝉
の
か
な
し
み
詠
う
老
詩
人
低
い
母
語

が
し
ず
か
に
続
く

＊
「
金
時
鐘
が
語
る
会
」
を
聴
い
て

―

兄
の
ご
と
見
守
る
視
線
に
包
ま
れ
て
普
通

の
若
者
に
戻
っ
た
そ
の
一
時

い

っ

と

き

＊
南
北
首
脳
会
談
の
あ
い
ま
に

―


